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書評 330

　アイβック・アシモフは言った。「ま
さにいま、人生でもっとも悲しいこと
は、社会が知ܙを俧るよりも速くՊ学
が知識を֫俧してしまうことである」。
アシモフは、ロϘット文学で名高い 20

世لを代表するখ説家のͻとりである。
アシモフによって抱かれたこの不安は、
表明された当時こそ多くの人々の目に
はᘭ末なことのようにөじたかもしれ
ないが、いまとなってはもはや、佸学
や文学などの人文Պ学に携わる人々の
たんなるָؾなۭ想や無ବなໝ想にす
͗ないのではないということは明らか
である。
　Պ学が௕足の進าを਱げる現代に
あって、わたしたちにٻめられている
最重要課題のͻとつは、ロϘットやそ
の俓偃たる AI の振る෣いを適切に制ޚ
し、ศӹを極大化しつつ危険性は極খ
化するという࢓方で、それらとの共存
ないし共生をਤることである。しかし、
いま、はたして社会の知ܙは、ロϘッ
トや AI の発展スϐードに௥いついてい
るだΖうか。᷿では「シンΪϡラリティ

（singularity）」や「ポストヒϡーマン
（posthuman）」係のことばが流行し、
近いক来ロϘット（人଄物）が人類（଄
物主）を綌կする知能を手に入れるの

ではないかというݒ念は、かなり一般
的なものになりつつある。人間（社会
の知ܙ）とロϘットのあいだのڝ争は、
ここへきてやや後者に௥い෩がਧき始
めているようである。
　本書は、このような社会情勢にؑみ
て、ロϘット法の観点から今後の「AI

とヒトの共生」について考えようと試
みるものである。とこΖで、ロϘット
法と聞いてすぐにϐンとくる俰者も少
ないだΖうから、ここで؆୯に説明し
ておこう。まず、多くの人がロϘット
法と聞いてパッと想૾するのは、いわ
ゆる日本における緦法などのような制
定法のことであるかもしれない。しか
し、ロϘット法とは、いまだ成文法と
して整備されるにࢸっているようなも
のではない。というのも、ロϘットが
わたしたちの生活や社会に大きな影響
を及΅すかもしれないということがਅ
に認識されるようになり始めたのは݋
比較的最近になってからのことである
から、そのようなை流を背景としてු
かび上がってきたロϘット法という
テーマは新しす͗て、成文法を制定す
る΄どには、その検討がे分になされ
ているとはいえないのである。それゆ
え、少なくとも現時点においては、ロ
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Ϙット法は、ͻとつの学問分໺ないし
研究領域として考えられている。
　そういうわけなので、最ॳ、ධ者は
本書を手にしたとき、ロϘットとの共
生という概念が時代の進行とともにそ
の重要性を૿してきているなかで、こ
れからのロϘットにかんする法律はど
のように批判され、変化していくべき
か、ということが中心に論じられるの
だΖうと期待していたのだが、そうで
はない。本書は、これらの問いに対し
て直઀的に応促するというよりは、む
しΖ国内外におけるロϘット関連の裁
判例や、各国によって策定が進められ
ているॾݪଇないしガイドライン係の
提示を通じて、その前提となるさまざ
まな事実を紹介するということの方に
力点が置かれている。しかし、たしか
にそれはそれで「AI とヒトの共生」を
考えるうえでは不可欠なことであるの
かもしれないが、入門書としては記述
がࡶで説明不足にみえるՕ所が散見
されたし、かといって専門書としては
分量のわりに視点が多す͗て考察の深
さに欠ける感が൱めない。総じて、ݫ
しくいえば、本書は、情報量は多いけ
れども、内容としては中侜൒୺なもの
に留まっているとධՁせざるをえない。
とくに入門書としてࣥචしているとい

うわけでもなかったのなら、もう少し
焦点をߜり、議論を限定ないし特定す
ることによって、「AI とヒトの共生」と
いう目標により踏みࠐんだ、発展的な
記述をॆ実させるというܾஅも必要で
あっただΖう。
　とはいえ、見方によっては、これは
むしΖ本書の௕所のͻとつであるとも
またいいうるかもしれない。すでに述
べたように、ロϘット法の歴史はまだ
ઙく、その認知度は世界的にみても低
い。かくいうධ者も知らなかったので
ある。このような現状を踏まえると、
そこでロϘット法に課せられる第一の
事は、まずはできるだけ多くの人々࢓
とその問題意識や危機感などを共紜す
ることであるということになΖう。そ
のように考えるとき、本書の果たす役
割は大きい。全体の構成へと目をやる
と、本書は 7 章（ং章も含めると 8 章）
からなっている。ং章では、ロϘット
法とは何か、そしてなぜロϘット法は
必要なのか、ということが؆ܿに述べ
られる。つ͗に第 1 章から第 4 章で
は、ロϘットの起源や文化、定義、特
徴、種類などが、適ٓ、ਤやࣸਅなど
も織り交ぜられながらわかりやすく解
説され、ロϘット全般についての基ૅ
的な知識が俧られる。そして、おそら
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くは本書にとってもっとも重要なのが
第 5 章であるが、そこでは主にロϘッ
トの制ޚ不可能性と不透明性という 2

つの観点からロϘット法の֩心につい
ての説明がなされる。そうしたあとで、
第 6 章ではロϘットと意識の問題が論
じられ、最後に第 7 章ではロϘット法
の行く末を見定めるためのࡐ綎として、
国内外の AI ॾݪଇ検討紜識者会議にお
いてこれまでに挙げられているさまざ
まな成果が提示される。たった一࡭で
これ΄どまでに広範な主題を、໢絔的
かつ体系的にカバーしているのだから、
とりわけॳ学者には必俰である。
　このように෯広い内容をѻう本書の
なかでも、もっとも優れてධՁできる
点は、現在ロϘット関係者にٻめられ
ている९क事߲、たとえば法の支配、
人権、および民主主義的ॾՁ஋をଚ重
することや、透明性と੹倩のある開示
を約ଋすること、ؤ健性、ηΩϡリティ、
安全性、およびアカウンタビリティを
保持することなどは、どれもきわめて
常識的なものであり、それによってロ
Ϙット開発がҤॖするӠ々などという
批判があるとすれば、そしてそれは実
際にあるのだが、そのような反対意見
を展開する人々は非常識であるとஅ言
している点である。「社会に大きなѱ影

響を紮えかͶないՊ学技術の先例とし
てʪࢠݪ力ʫを考えてみていただきた
い。その脅威を日本は、先の大戦で経
験させられたという国際的には数少な
い被ര国であるばかりか、つい最近の
侵日本大震災の際にも経験したばかり
ではないか」。わたしたち日本人にとっ
て、このことばはあまりにも重い。ݪ
力と同じようにՊ学技術の産物であࢠ
るロϘットや AI も、今後わたしたちの
生活や社会に大きな影響を紮えうる存
在である。このことの意味を日本人が
軽んじていたのではどうするのか。ま
ずは日本から、このような反対意見を
ഉআして世界へとアϐールしていかな
ければならない。
　人間とロϘットがڝ争をする時代は
ऴわΖうとしている。Պ学創作分໺に
おける近年の文学作඼やө૾作඼にݦ
ஶな、極୺に高度なロϘットの侙場は
まだずっとさきのことであるとしても、
たとえば自動ӡ侇ंの実用化などにつ
いて考えてみるとどうだΖうか。一部
のՊ学者が主ுするように、いわば໺
放ਤ的な状況で、常識的な制約もなし
にロϘット開発が進められていくの
なら、近いক来に待ちかまえる多くの
無டংやࠞ絟はすでに目に見えている。
それに、前者のようなロϘットにして
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も、ԕい未来のことだからといってその
問題はそのときに生きている人々に倩せ
ればよいということにもなるまい。人類
は、もはやロϘットとڝ争をするのでは
なく、それらをコントロールしなければ
ならないஈ֊へと入っている。ロϘット
によってもたらされるԸܙをڗ受するこ
とはあっても、理性を働かせることなく、
興味やح޷心、あるいはۚや名声などに
ばかりۦられてロϘットにҿみࠐまれ、
わたしたちの生活や社会、そして存在が
脅かされ、ഁ滅させられるということが
あってはならない。これからさきは、人
間とロϘットがよりよい未来を共創して
いく時代である。
　そのためには、結ہのとこΖ、わたし
たちがもっともؾをつけなければならな
いのは、ロϘットの暴૸でも、ͻいては
Պ学の暴૸でもなく、Պ学者の暴૸であ
る。しかし、Պ学者がどんなに配綅した
としても、わたしたちの想૾を超えてՊ
学がそれ自体で暴૸するということはあ
りうる。ロϘット法は、そのような不ଌ
の事態に備えて研究されているのである。
何よりもまず優先されるべき知ܙは、Պ
学者の暴૸の末に引き起こされる۪かな
人災にうまく対ॲすることではなく、予
見可能な事態はできるか͗り未然に回避
しておくことである。Պ学者の節度をわ

きまえた理念および行動は、ロϘット法
の前提である。ロϘット法が研究される
目的は、Պ学者の暴૸の代ঈをなるたけ
খさくするということにあるのではܾし
てない。९क事߲への「非常識な」反対
者の方々には、改めてこのことを強く肝
に໏じておいていただきたい。
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